














描かれてきた。モネの “La Japonaise”（1876）では深紅，ロセッティの “The Beloved”



























































がっていた。当時の英国内の業者向け新聞 Drapers’ Record を見ると，現地の東洋製品専門































Marians 商会（後の Priest, Marians 商会）の1893年春号カ
タログを見ると，団扇や屏風，陶器などの品が中心で，キ
モノは全く取り扱いがない。カタログに掲載された店舗内





































　1909年の総合カタログを見ると，“Chic Kimonos & Wraps” のページで，日本製の絹地や
【図３】	Priest,	Marians 商会広告































Fashion Museum（在 Bath 市）の記録では，1918年から1920年の製作で製作者は不明とさ
れている。現在までに，英国内で同様の刺繍入りキモノを計９点確認している。日英博覧会当
時は，キモノ類は「刺繍ヲ施シタルモノ最モ売行良好ナリ」との記録があることから，当時最
【図４】	“Chic	 Kimonos	 and	 Wraps”,	


















































外貿易事業に乗り出した高島屋は，1899年，代理店 E. Belfour（後に Belfour & Morris に改
組）をたててロンドンに進出した。1913年２月22日の英国 Financial Times の記事によると，
Belfour & Morris は Cheapside 17‐18番地に事務所を構えた「絹の代理店兼商店」として
「ヨーロッパと日本の絹を扱っ」ていたが，負債を抱え，同年事業整理を発表している。1907
年９月15日発行の高島屋の雑誌『新衣裳』では，ロンドン出張所の住所が同じ Cheapside 17
‐18番地となっていることから，Belfour & Morris が高島屋の代理店であったことは間違いな










えるに至った17。London Directory を見ると，初めて Iida & 
Co.（高島屋の海外での社名）の名前が現れるのは1911年のこと
で，その後1941年まで継続して掲載されている18。掲載当初は，
Japanese merchants と紹介されたが，後には，Japanese im-
porters（silks & c.）& exporters に変更され，その業務内容が
日本の絹製品などの英国への輸入と日本への英国製品の輸出で
あったことが明らかにされている。
　1909年２月８日の英国 Daily Express には，ロンドンの
Maple 商会が新しく開設した「日本美術部門」にて取り扱う商
品の紹介があり，そのうちの一つとして「著名なアーティストで































輸入商」として紹介されている，Singleton Benda & Co., 
Ltd. のことと見て間違いないだろう21。所在地は，ロンド
ンの London Wall, 27番地となっているが，これは前述の









行っていた可能性が非常に高い。1907年７月10日の 英国 Financial Times では，Singleton 
Benda 商会の Benda 氏の，1906年12月から翌年６月にかけての訪日が報告されている。そし
てその訪問中に，象牙細工，金蒔絵，駒井の金属工芸などを含むまとまった量の日本の品が購
入され，英国へ出荷されたという。また，Drapers’ Record 掲載の同社広告では，Japanese 
Kimonos の取り扱いが宣伝されている【図11】。これらのことから考えて，高島屋の「外人向














































































第一 Scarlet / Green 19
第二 Black / Grey / Blue 52






















































３ 米今由希子「19世紀後半のイギリスのジャポニスム ― 雑誌にみる日本の紹介と服飾 ―」（『国際服
飾学会誌』（28），2005），佐々井啓「19世紀イギリスの日本趣味 ― ティー・ガウンと子どもファン
シ ー・ ド レ ス を 中 心 に ―」（『 日 本 家 政 学 会 誌 』61（４），2010）， Elizabeth Kramer “From 
Specimen to Scrap: Japanese kimono and textiles in the British Victorian Interior, 1875‐1900,” 
Material Cultures in Britain, 1740‐1920, ed. John Potvin and Alla Myzelev. Ashgate, 2009. など。







６  『林忠正 ― ジャポニスムと文化交流』（ブリュッケ，2007），『第２回畠山公開シンポジウム「アメ








９ Drapers’ Record, 1909年４月17日
10 1976年に House of Fraser に吸収され，2005年まで同名で営業。
11 周防前掲論によれば，Liberty 商会では19世紀にドレッシングガウン，20世紀にキモノが販売された
という。







ス ム の う つ わ で 愉 し む お 茶 会 図 録 』（ 三 菱 一 号 館 美 術 館，2011），Richard, M., & Harold, K. 
Orientalism: visions of the east in Western dress. New York: The Metropolitan Museum of Art. 1995
などに，高島屋製作のキモノの現存品が紹介されている。また近年，英国 Ashmolean Museum の




17 社史では，1910年に Belfour & Morris が事業整理を発表したことで高島屋が独立したとする記述も
あるが，Financial Times の記述とは食い違う。






20 廣田孝「明治末大正初期の輸出用キモノに関する一考察 ― 高島屋史料を中心に ―」（『服飾美学』
（42），2006）












28 可能な限り，British Colour Council, The British Colour Council dictionary of colour for interior 
decoration. London. 1949を参考に，実際の色の特定に努めた。
29 K, Arber. Turn of the Century Style: Home Decoration and Furnishings between 1890 and 1910. 
Middlesex University Press. 2003，H, Mandleberg. Edwardian House Style: An Architectural and 
Interior Design Source Book. Devon: David & Charles. 1994など。
30 金田由紀子「ニューヨークのジャポニスム ― ジョン・スローン《屋上の赤いキモノ》―」（前掲
ジャポニスム学会報告書，2013）
31 陶磁器など他の輸出工芸品と比較した，高島屋のキモノ輸出の独自性については今後の課題としたい。
【付記】資料の調査と図版の掲載にあたっては，高島屋資料館，Harrods Company Archive，Fashion 
Museum，British Library News Papers よりご高配を賜りました。また，京都女子大学の廣田孝先生よ
り貴重なご助言を頂戴しました。末筆ながら心よりお礼申しあげます。
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